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免責事項

本プレゼンテーション資料は、本プレゼンテーション資料の日付現在において有効な経済、規制、市場及びその他の条件に基づいており、
当社は本プレゼンテーション資料の情報が正確又は完全であることを保証するものではありません。今後の動向が本プレゼンテーション資料に含まれる
情報に影響を与える可能性がありますが、当社は本プレゼンテーション資料に含まれる情報を更新、改訂又は確認する義務を負いません。
本プレゼンテーション資料に含まれる情報は、事前に通知することなく変更されることがあり、当該情報の変更が重大なものとなる可能性もあります。
本プレゼンテーション資料及びその記載内容について、当社の書面による事前の同意なしに、公開又は利用することはできません。

本プレゼンテーション資料には、1995年米国私的証券訴訟改革法上の将来予想に関する記述を構成する記載（推定値、予想値、目標値及び
計画値を含みます）が含まれております。当該将来予想に関する記述は、将来の業績について当社の経営陣が保証していることを示すものでは
ありません。当社は、将来予想に関する記述を特定するために、「目指す」、「予測する」、「確信する」、「継続する」、「試みる」、「見積もる」、
「予期する」、「施策」、「意図する」、「可能性がある」、「計画」、「潜在的な」、「蓋然性」、「企画」、「リスク」、「追求する」、「はずである」、
「努力する」、「目標とする」、「予定である」等の用語及びこれらに類似する表現を使用する場合があります。また、将来予想に関する記述は、戦略、
計画又は意図に関する議論により特定可能な場合もあります。本プレゼンテーション資料に記載されている将来予想に関する記述は、当社が現在
入手可能な情報を勘案した上での、当社の現時点における仮定及び判断に基づくものであり、既知及び未知のリスク、不確実性その他の要因を
含んでいます。当該リスク、不確実性その他の要因により、当社の実際の業績又は財務状態が、将来予想に関する記述により表示又は示唆されて
いる将来の業績又は財務状態から大きく乖離する可能性があります。

当社以外の会社又は当事者に関連する情報又はそれらにより作成された情報は、一般的に入手可能な情報及び本プレゼンテーション資料で
引用されているその他の情報に基づいており、当社は、当該情報の正確性及び適切性を独自に検証しておらず、また、当該情報に関して何らの
保証もするものではありません。
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ツバキ・ナカシマの長期改善見通しについて

2025年を「膿だし」の年とするも、社内改革に伴って企業価値は確実に向上している。
2026年を「改善初年度」として企業価値をますます上げていく途上にある

総括

企業価値

（年度）
2020 2025 2026 2027 2028 2029

CEO松山体制
中期経営計画2025-2029期間

– 在庫削減
– 月次経営管理の徹底
– 人材見直し
– カルチャー作り
– グローバル調達

基盤作り

膿だし

– 工場再編
– コスト削減徹底
– 当期利益の黒字転換
– カルチャー浸透

立ち上がり期

改善初年度

– 成長事業の稼働強化
– 配当再開を目指す

巡航期開始

改善本格化

CCC削減
当期利益の改善キャッシュ改善

資本効率の改善
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中期経営計画（2025ー2029）の進捗

1. Cash Conversion Cycle, DIO+DSO-DPO; 2. Sales, Inventory, and Operation plan

中期経営計画は土台が整ってきており、堅調に目標達成に向かっている総括

社内改革がドラスティックに進み、経営管理の土台整備は順調。社内カルチャーの変革も改善傾向
（エンゲージメントスコアが7.03と業界平均7を超過）

各取り組みとも概ねス
ムーズに進展している中、
特にⅡ、Ⅲ、Ⅵが好調
（詳細は次頁以降）
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＋ 20

中期経営計画2025-2029の進捗：バリュークリエーションの柱（FY2025四半期毎の進捗）

バリュークリエーション6本の柱

※キャッシュ・コンバージョン・サイクル

＋2.2

＋10.8

FY25 ４Qまでの進捗

利益貢献

売上貢献

CCC※の
短縮

FY29計画（FY24対比）

＋3.3

中長期対応

P14参照

グローバルでの
生産拠点の再編I

グローバル調達最適化による
コスト削減II

オペレーション効率化・
自動化による生産性改善III

プライシング適正化・
低収益製品の合理化V

成長セグメントへの注力
（インド、航空防衛、セラミックボール、

高機能プラスチック）
IV

在庫水準適正化、売掛金の
圧縮による運転資本効率化
FY24：260日 FY29：175日

VI

＋ 25

＋ 45

＋ 10

＋110

▲ 85

（億円）

＋4.1

＋13.3

日

調達と生産コストの削減は計画を超過総括

FY25計画

１Q ２Q ３Q 4Q

＋3.4

▲17日

▲11日*
*在庫評価減分を除く

計画超過！

計画超過！
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＋ 20

中期経営計画2025-2029の進捗：バリュークリエーションの柱（5カ年に対しての進捗）

※キャッシュ・コンバージョン・サイクル

利益貢献

売上貢献

CCC※の
短縮

FY29計画（FY24対比）

＋6.2

中長期対応グローバルでの
生産拠点の再編I

グローバル調達最適化による
コスト削減II

オペレーション効率化・
自動化による生産性改善III

プライシング適正化・
低収益製品の合理化V

成長セグメントへの注力
（インド、航空防衛、セラミックボール、

高機能プラスチック）
IV

在庫水準適正化、売掛金の
圧縮による運転資本効率化
FY24：260日 FY29：175日

VI

＋ 25

＋ 45

＋ 10

＋110

▲ 85

億円

＋24.3

日

＋7.1 億円

億円

億円

億円

5カ年計画を着実に進展させている中、成長セグメントへのテコ入れに注力。
CCCは在庫評価減がプラスに影響

総括

FY25の実績 FY27～FY29に実行見込FY26の計画バリュークリエーション6本の柱

FY29計画

▲65日*
*在庫評価減を反映

＋4.0
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決算と事業のポイント

欧州需要弱含みと米国関税影響により、事業環境は厳しい状況が継続３

FY2025はCCC※1の短縮、CAPEXの抑制、遊休資産売却、リニア事業※2譲渡の完了、
政策保有株の売却等に伴い、財務改善に向け計画を超過して大幅なキャッシュを創出

１

社内改革の一環に伴う在庫評価減と、事業環境変化に伴うのれんの減損により
一過性の損失（ノンキャッシュ）を計上

４

２ 社内改革は順調に推移し、在庫管理や経営管理は大幅に改善

FY2026の営業利益（見通し）は中期経営計画2025-2029で示した通り、
25億円の見通し

5

※1 キャッシュ・コンバージョン・サイクル
※2 2025年10月3日に事業譲渡したボールねじ及びボールウェイの製造販売事業

一過性の在庫評価減と減損損失を計上も、財務体質の改善に向けた
大幅なキャッシュ創出を達成

総括
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FY2024 FY2025

198

260

FY2024 FY2025

257.3

360.8
322.4

BS／CFの状況

10.7

FY2024 FY2025

116.4

9.5
4.1

11.1

2.5

6.3

3.8

11.4

9.0

38.3

19.4

FY2024 FY2025

設備投資の抑制もあり
大幅改善

104億円削減
65億円の棚卸資産評価損を除くと

38億円削減

キャッシュ・コンバージョン・サイクル
（日）

設備投資額
（億円）

フリーキャッシュフロー
（億円）

棚卸資産
（億円）

62日改善
棚卸資産評価損の影響を除くと

11日改善
必要投資を精査し、縮小

１Q

２Q

３Q

４Q

１Q

２Q

３Q

在庫削減、CCC短縮、CAPEX抑制によりフリー・キャッシュ・フローは過去最高を達成ポイント

249

内訳

92
202 141

95売掛金回転期間

在庫回転期間

買掛金回転期間 34 38

FY2025FY2024 評価減
除く

196 

42

想定以上の
抑制

4Q

在庫評価減の計上により大幅削減

在庫評価減の計上により大幅削減

想定以上の
大幅な改善



Copyright © 2026 Tsubaki Nakashima Co, Ltd. All rights reserved. 10

キャッシュフローと営業利益

営業CF ▲ 41.4 14.1 48.7 10.3 29.2 42.6 23.1 105.2

投資CF ▲ 35.0 ▲ 49.0 ▲ 38.0 ▲ 4.1 ▲ 2.5 ▲ 1.4 19.2 11.2

財務CF ▲ 17.6 13.9 ▲ 19.1 ▲ 4.3 ▲ 1.1 ▲ 6.8 ▲0.8 ▲13.0

FCF ▲ 76.4 ▲ 34.9 10.7 6.2 26.8 41.1 42.3 116.4

営業利益 ▲ 90.7 8.5 8.1 3.6 4.3 1.0 ▲231.5 ▲222.6

当期利益１） ▲ 90.9 ▲ 12.9 9.1 ▲ 5.6 ▲ 4.1 ▲ 1.7 ▲258.6 ▲269.9

FY2022

（億円）

FY2023 FY2024 FY2025
2Q

（3カ月）
3Q

（3カ月）
4Q

（3カ月）
1Q

（3カ月）通期 通期通期

１）当期利益は、継続事業及び非継続事業の合算を表示しております。

通期

フリー・キャッシュ・フローの黒字化が定着化ポイント

過去最高値！
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６か月３かFY2025 前期比と計画比について ３か月 12か月

通期の売上収益は前期比8.6％減収（為替影響除く）、営業利益は一過性損失を
除いたベースでは、前期と同水準の9.5億円（P16の営業利益増減要因参照）

ポイント

‒ 計画対比では売上収益は2.3％の未達、営業利益は一過性損失を除くとほぼ計画通り
‒ 米国関税影響は、直接影響が約1.3億円、間接影響が約11億円発生した

売上収益 175.9 170.8 759.2 698.4 4.5 ▲65.3 ▲8.6% 715.0
営業利益 ▲17.6 ▲231.5 8.1 ▲222.6 ▲0.8 ▲229.9 ─ 10.0
（一過性損失を除く） 9.5
対売上（%） ▲10.0% ▲135.6% 1.1％ ▲31.9% ─ ─ ─ 1.4%

EBITDA ▲10.0 ▲53.7 40.6 ▲17.8 ▲0.8 ▲57.6 ─ ─
税引前利益 1.6 ▲231.1 17.5 ▲239.2 ▲0.6 ▲256.0 ─ ▲6.0
当期利益１） 1.7 ▲258.6 9.1 ▲269.9 ▲0.1 ▲278.9 ─ ▲8.0

（億円）

１）当期利益は、継続事業及び非継続事業の合算を表示しております。
２） “増減額” 及び ３）“増減比” は為替影響を除く
注）本資料では、前第１四半期に非継続事業に分類したボールねじ及びボールウェイの製造及び販売事業を除いた継続事業の数値を報告しています。

FY2024 4Q 
（10－12月）

実績

FY2025 4Q
（10－12月）

実績

FY2024通期

実績

FY2025通期（１－12月）

実績

通期

計画為替影響 増減額２） 増減比３）
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FY2025通期 セグメント別・地域別売上収益（前期比）

‒ セグメント別売上収益は、プレシジョン・コンポーネントが前期比8.8%減少
‒ アジア（除中国）は、インド（スチールボール）が堅調な一方でタイ（セラミックボール）が不振

12か月

地域別では日本が健闘も前期からの下落トレンドは継続したポイント

グループ連結 759.2 698.4 4.5 ▲65.3 ▲8.6%
プレシジョン･コンポーネント１） 751.0 689.2 4.5 ▲66.3 ▲8.8%
日本 116.6 115.8 0.0 ▲0.8 ▲0.7%
北米 148.6 137.6 ▲1.8 ▲9.2 ▲6.2%
欧州 251.6 220.7 7.7 ▲38.5 ▲15.3%
中国 171.8 164.4 ▲1.7 ▲5.7 ▲3.3%
アジア（除中国） 62.5 50.8 0.3 ▲12.1 ▲19.4%

その他２） 8.2 9.1 0.0 +0.9 +11.3%
１）地域間の連結消去後
２）「その他」は、2024年12月期第4四半期から「ブロア・リアルエステートビジネス」に読み替え
３）「増減額」 及び４）「増減比」は為替影響を除く

（億円）

FY2024
実績

FY2025 （１－12月）
実績 為替影響 増減額３） 増減比４）
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FY2025第4四半期セグメント別・地域別売上収益（前年同期比／前四半期比）

‒ 地域別売上収益は、日本、欧州、中国で前四半期比プラスに

３か月

プレシジョン・コンポーネント全体で前四半期比＋1.3％増。下落トレンド底打ちかポイント

グループ連結 175.9 167.1 170.8 ▲2.3% ▲3.0%
プレシジョン･コンポーネント１） 174.5 166.0 168.0 +1.3% ▲3.8%
日本 27.8 28.3 29.9 +5.6% +7.6%
北米 33.9 33.1 31.9 ▲3.8% ▲5.9%
欧州 51.6 50.4 51.2 +1.5% ▲0.7%
中国 46.9 41.6 43.7 +5.2% ▲6.7%
アジア（除中国） 14.5 12.3 11.2 ▲8.6% ▲22.4%

その他２） 1.9 1.3 2.8 +118.6% +49.0%
１）地域間の連結消去後
２）「その他」は、2024年12月期第4四半期から「ブロア・リアルエステートビジネス」に読み替え
３）「前四半期比」 及び ４）「前年同期比」は為替影響を含む

（億円）

FY2024 ４Q
実績

FY2025 ４Q（10－12月）
実績 前四半期比３） 前年同期比４）

FY2025 ３Q
実績
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7 
7 

7 
7 

23 
27 31 

FY2024 FY2025実績 FY2025見込

3 
2 
2 
1 

8 7
9 

FY2024 FY2025実績 FY2025見込

20 
18 
14 
15 

88 
67 75 

成長セグメント（FY2025売上実績）

FY2024 FY2025
実績

FY2025
計画

‒ 中期経営計画の成長セグメントは、インド市場、航空防衛、セラミックボール、高機能プラスチック

FY2024 FY2025
実績

FY2025
計画 FY2024 FY2025

実績
FY2025
計画

FY25計画比 89.2%FY25計画比 88.1% FY25計画比 80.6%

インド市場 航空防衛 セラミックボール 高機能プラスチック（EPC）

（億円） （億円） （億円）

１Q

１Q
１Q

２Q
２Q

２Q

３Q
３Q

３Q

いずれも計画には届かなかったもののインドは前期比18.5％成長。航空防衛とEPCも底
堅い。セラミックは当期苦戦も、来期は新製品等で巻き返しを狙う（P22参照）

ポイント

４Q

9 

8 
8 

9 

35 35 36 

FY2024 FY2025実績 FY2025見込FY2024 FY2025
実績

FY2025
計画

FY25計画比 98.3%
（億円）

１Q

２Q

３Q

4Q
４Q

４Q

前期比+18.5%
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セラミックボールの用途別売上高推移

3.7 4.4 5.3 6.9 6.8 6.6 7.4 7.6 7.8 
5.1 5.6 3.5 2.9 1.4 0.9 1.0 

6.7 
7.9 7.0 

7.2 7.6 7.8 6.0 6.1 6.3 
7.2 6.4 

6.1 6.3 
5.5 5.1 5.7 

3.9 
4.0 3.9 

4.8 3.5 5.3 
3.9 4.2 3.5 

4.4 4.9 
4.8 4.9 

5.5 
4.3 3.6 

2.2 
1.8 2.6 

2.3 2.2 
1.4 

1.6 
3.1 2.2 3.9 

1.0 
1.4 1.7 

2.1 
1.1 1.5 

4.1 
4.4 4.3 

5.5 
4.2 4.3 

4.6 
4.5 5.2 4.1 

3.4 
3.7 3.7 

3.4 

2.8 3.3 

20.5 
22.6 23.1 

26.6 
24.2 25.4 

23.6 
25.6 25.0 24.6 

21.2 
19.5 19.6 

17.9 
14.3 15.1 

2022 
1Q実績

２Q
実績

３Q
実績

４Q
実績

2023 
１Q実績

２Q
実績

３Q
実績

４Q
実績

2024 
１Q実績

２Q
実績

３Q
実績

４Q
実績

2025 
１Q実績

2Q
実績

3Q
実績

4Q
実績

22.0 
6.3 

25.9 

22.8 

17.5 

18.4 

8.5 

6.4 

16.4 

13.0 

90.3 

66.9 

2024年実績 2025年実績

通期

補足

注）2024年実績のうち2億円は航空防衛関連（その他）

四半期

（億円）■EV ■工作機械スピンドル ■半導体 ■その他■一般産業用

セラミックボール四半期売上高は底打ちか。工作機械スピンドルは中国市場が堅調。
事業好転の芽が出始めている（P22参照）

ポイント
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FY2024 売上影響 市況
その他

為替 構造改革 棚卸評価損
（改善）

バリュー
クリエーション
（コスト削減）

FY2025

FY2025 営業利益増減要因（前期比）

（億円） コスト改善 +17.4
調達最適化によるコスト削減 +4.1
生産性改善によるコスト削減 +13.3

一過性の「在庫評価減65億円」「減損167億円」を除くと営業利益は9.5億円ポイント

8.1 9.5
+17.4

+20.0

▲0.8 +3.0▲6.8
▲31.4

一過性要因

在庫評価減 FY2025減損損失
▲222.6▲166.9

▲65.2

市況その他内訳 ▲6.8
人件費 ▲9.1
エネルギー価格転嫁タイムラグ ＋0.7
原材料価格転嫁タイムラグ ＋1.7
その他 ▲0.1

（一過性要因除く）
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在庫評価減の発生原因と再発防止策（１）全体観

*Sales, Inventory, and Operation planの略 

*四半期毎にCEO、CFO、CHROから全社員向けに行う事業、業績、社内体制等を説明する場

在庫のマーケタビリティ判断
2024年中盤の新経営陣投入から
在庫管理の見直しを行い、初年度の
レビューで販売可能性を精査するも、
一年間の営業・検証活動により
評価減が必要となった

在庫管理ルールの導入
経年劣化を起こさないセラミックや
特殊合金については、原材料や在庫を
半永久に保存可能としていたが、
より厳しい基準に変更した

当期在庫評価減計上の要因 再発防止策（導入済み）
詳細は次のページへ

オペレーションおよび在庫管理に強い外部人材を登用
在庫評価減の明確な方針を全社に導入
明確なKPIを設定の上、徹底した月次報告とレビュー体制を導入
原材料調達と生産を需要に合わせるプロセスと規律の厳格化
100％営業利益連動の業績連動ボーナスを中止し、
キャッシュ連動比率を大幅に増やした連動割合へ変更
タウンホール*等の実施による社内マインド変革の実施

‒ 過去の工場閉鎖時の在庫精査の
甘さ

‒ 顧客要請に伴う楽観的な予測の
組み立て

‒ 慣習に伴う顧客との契約内容の甘さ
‒ 過去の事業予測の甘さ
‒ 「営業利益偏重＞キャッシュ経営」
マインドの根深さ

過去に在庫過多となった背景

在庫管理の徹底を追求した結果であり、管理上の透明性が高くなったポイント

‒ 中期経営計画の土台要素である「SIOP*プロセスの確立」を目指していく中で、構造改革の一環として全社における在庫精査
と管理体制の見直しを通じて、主に米国2工場とセラミックで保有している在庫の回収可能価額が簿価を下回り、65億円の
評価減を計上

‒ 「在庫」に対するマインド改革が進展した中、一歩進んだ方針とKPIを導入することで、仕組みを用いた在庫管理の徹底により
再発を防止する

1

2

1

2

3

4

5

6
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原材料調達と生産を
需要に合わせる
プロセスと規律の厳格化

100％営業利益連動の
業績連動ボーナスを中止し、
キャッシュ連動比率を大幅に
増やした連動割合へ変更

タウンホール等の実施による
社内マインド変革の実施

在庫評価減の発生原因と再発防止策（２）導入した再発防止策の詳細

原材料名 鉄 セラミック

製品名 鋼球 ローラー ボール

完成品 Ｘ年スクラップバリュー Ｘ年… Ｘ年…

仕掛品
Ｘ年原材料価格 Ｘ年… Ｘ年…

Ｘ年スクラップバリュー Ｘ年… Ｘ年…

原材料 X年スクラップバリュー Ｘ年… Ｘ年…

‒ Chief Supply Chain OfficerとChief Operations 
Officerが着任し、顧客やサプライヤーとの交渉、契約
管理、リスクマネジメントを徹底

‒ 在庫管理とSIOP担当責任者を任命し、在庫の一元
管理とグローバルでの改善を推進

‒ 全事業部門における全製品タイプを対象として、経過期
間に基づく評価減を定めたマトリクスを整備

‒ 直近の生産に必要な分のみに厳格に制限
（一部工場は数カ月原材料の調達を停止）

‒ 一括発注の代わりに、都度発注に変更
‒ 原材料をプール管理。工場で個別購入しない
‒ 一部サプライヤーと契約再交渉。購入量削減
‒ 需要予測を月次で見直し、在庫、生産、原材料調達と整合

‒ 2025年は業績連動ボーナスの70％をキャッシュフローに
連動

‒ 「余剰在庫は持たない」
のマインドを徹底

オペレーション
および在庫管理に強い
外部人材を登用

１

4 5 6

‒ KPIは、グローバル・事業部別・工場別の
• 在庫価値
• 在庫滞留日数
• 為替影響

‒ 加えて、過去1年の原材料、仕掛品、完成品、消耗品、
商品別のそれぞれの在庫動向、当該在庫を消化するため
の行動計画を厳格に月次経営会議で追跡

在庫評価減の明確な方針を
全社に導入

明確なKPIを設定の上、
徹底した月次報告と
レビュー体制を導入

2 3



Copyright © 2026 Tsubaki Nakashima Co, Ltd. All rights reserved. 19

– 2025年度の欧州事業における事業環境の変化および
セラミック事業における競争激化はしばらく継続する見
通し
• EVを中心とした自動車産業の不振長期化
• 資材調達の地産地消からグローバル調達へのシフト
• 欧州におけるベアリング会社、ボール会社の競争環境激化
• 中国系セラミック競合の台頭による競争環境の激化

‒ 欧州の事業環境の厳しさに加えて、セラミック事業の競合環境の変化に伴い、過去に計上したのれんの将来回収可能性を見
直し、167億円の減損を計上（うち一部、欧州事業の固定資産で将来的に稼ぐキャッシュ見通しを見直し16億円を減損）

引続き欧州は当社が事業展開する主要地域であることに変わりはなく、事業環境の変化に合わせた積極的な
構造改革・戦略転換を図る。また、昨今のEV市場の成長鈍化に加えて、競合環境の厳しさは続くものの、
引続きセラミックは成長市場として位置づけており、新製品の投入や新規市場開拓により巻き返しを狙っていく

ポイント

– 主にMEBO後の旧ツバキ・ナカシマ事業統合時（2007
年）とNN社買収時（2017年）に計上したのれんに
対する減損テストの結果、特に欧州とセラミック事業の
環境変化等に伴い、プレシジョン・コンポーネントビジネス
において150億円の減損損失を計上

– のれん簿価362億円（FY24）⇒212億円（FY25）

減損の背景 のれんの減損認識

減損損失の計上
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FY2026通期見通し

為替前提：1ドル145円、1ユーロ170円、1人民元20.30円

前述の在庫評価減と減損損失は一過性のノンキャッシュアイテムであり、FY2026年の業績
には影響しない。営業利益は中計通り25億円、当期利益も5億円と黒字転換を想定。

ポイント

売上収益 698.4 100.0 700.0 100.0 1.6 0.2
営業利益 ▲222.6 ー 25.0 3.5 247.6 ー
税引前利益 ▲239.2 ー 11.0 1.6 250.2 ー
当期利益 ▲269.9 ー 5.0 0.7 274.9 ー
基本的1株当たり当期利益（円） ▲697.02 ー 12.91 ー 709.93 ー
1株当たり配当（円） 0.0 ー 0.0* ー ー ー

（億円）

FY2025 通期実績
通期実績 売上比(%)

FY2026 通期見通し
通期見通し 売上比(%) 増減額 増減比(%)

為替実績：（FY25期中平均レート実績）1ドル149.71円、1ユーロ169.00円、1人民元20.82円

*2026年12月期につきましても、内部留保の充実による財務基盤の強化を優先し、無配とさせていただく予定です。
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67 71 35 39 

FY2024 FY2025見込

27 
36 

FY2024 FY2025見込

成長セグメント（FY2026売上計画）

FY2025
実績

FY2026
計画

FY25実績比 ＋5.5%FY25実績比＋32.1% FY25実績比 ＋65.5% FY25実績比 ＋11.5%

インド市場 航空防衛 セラミックボール 高機能プラスチック（EPC）

（億円） （億円） （億円） （億円）

セラミックは底打ち。他の成長分野は2桁の伸びを見込むポイント

7
12 

FY2024 FY2025見込 FY2025
実績

FY2026
計画

FY2025
実績

FY2026
計画

FY2025
実績

FY2026
計画
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成長事業トピックス（１）セラミック事業

セラミック事業も草の根レベルで好転の芽ありポイント

データセンターの冷却ファン用ボールの販売が大きく伸長
当社で製造している小型ベアリング用セラミックボールは、成長
著しいデータセンター用冷却ファンに内蔵されている。当社製品
の性能が評価されている結果であり、データーセンターの需要増
に合わせて、一層の伸びが期待される。

データセンター冷却ファン

セラミック事業の新責任者が積極的な営業を展開
2025年に着任したセラミック事業の責任者は、新規顧客開拓
のため、積極的に新製品への参入や中国のローカルメーカーを
攻略する可能性を模索している。スピード感のある営業開拓で、
セラミック事業のトップライン挽回を目指している。

新規顧客開拓
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成長事業トピックス（２）航空防衛と高機能プラスチック（EPC）

要となるNadcap認証を取得
米国子会社で3つ目となる国際特殊工程認証システム
（Nadcap）の「表面焼戻しエッチング（Surface Temper 
Etch）」に関する認証を取得。これにより、より多くの航空宇宙分
野の安全性に直結する重要用途用の製品提供が可能となる。
航空防衛の顧客認証は半年程度から3年かかるものまであるが、
今後の成長事業における拡販に向けて大きな足掛かりとなる。

マイクロ流体プレートの製造体制を構築
マイクロ流体とは、ナノリットル〜ピコリットル単位の微量液体をマイ
クロスケールの流路で精密に制御し、チップ上で複雑なラボ処理を
実行する技術。多くの医療機器に利用され、市場拡張が見込まれ
ている。当社は、保有するクリーンルームと高精度成形の技術力が
評価され、戦略的パートナーと協働で、初期の製造体制を構築した。

Nadcap認証により顧客引合いが増。
マイクロ流体プレート向けは新規顧客開拓につながるか

ポイント

航空防衛 高機能プラスチック（EPC）
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目次

品質コンプライアンス委員会のご報告と
サステナビリティへの取り組み
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ツバキ・ナカシマの長期改善見通しについて1.

2025年12月期決算（実績）ならびに
2026年12月期決算（予想）について

2.

・中期経営計画2025ー2029の進捗

まとめ4.
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品質コンプライアンス委員会のご報告（１）まとめ

当社では、2024年10月に発覚したリニア事業（2025年10月にミネベアミツミ様に事業譲渡済）での不適切行為を受け、外部弁護士から構成
される特別調査委員会を設置し、2025年2月に報告書を受領致しました。ご指摘を受け、5つの重点分野*について2025年3月に責任者を置き、
改善策及び計画表（進捗状況チェック表） を策定。進捗状況チェック表に基づいて、アクションプランを展開して参りました。後述の通り、
2025年12月末までに全ての項目を全社展開の上、実行し、通常の品質管理対応に組み込みを完了しておりますので、ご報告させて頂きます。
引続きグループのガバナンスを徹底して事業を推進して参ります。
*5つの重点分野＝品質改善、人事改革、統制環境の見直し、コンプライアンス教育、リスク管理

2024.10

品質不正
問題発覚

特別調査委員会
による調査

2025.02

品質コンプライアンス
委員会（QCC）発足

2025.12

QCCの主な活動

アクションプランの
実行完了QCC活動展開

品質改善 グローバル品質管理（QC）研修

人事改革（組織風土） PVMV エンゲージメント調査（TN Heartbeat）

統制環境の見直し 年次品質監査 内部通報制度強化

コンプライアンス教育 全社コンプライアンス研修

リスク管理 リスクマネジメント委員会によるレビュー

通常の
品質管理対応に組み込み

継続する

1

2

3

4

5
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品質コンプライアンス委員会のご報告（２）

品質コンプライアンス委員会の構成と取り組んだテーマ

委員長
CEO 松山達

実行リーダー
グローバル・クオリティ & EHSディレクター

統制環境の見直し人事組織制度・
組織風土の改革

全社的な品質保証・
品質管理の強化

リスクマネジメント
の強化

コンプライアンス
教育の徹底

取締役会

グローバル・クオリティ
&EHSディレクター CHRO 内部監査部長 グローバル法務・

コンプライアンス・ディレクター CEO

ステアリングコミッティ

‒ CEO
‒ CFO
‒ CHRO
‒ COO
‒ BUプレジデント
‒ トランスフォーメーション・
ディレクター

PMO
トランスフォーメーション・ディレクター

‒ 2025年３月にテーマ毎の責任者を任命すると同時に、各テーマにおける改善策及び計画表（進捗状況チェック表） を策定し、
進捗状況チェック表に基づいて、アクションプランを展開

‒ 2025年12月までに全社展開と実行を完了し、通常の品質管理対応に組み込んだ

責任者 責任者 責任者 責任者 責任者
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品質コンプライアンス委員会のご報告（３）具体的なアクション

全社的な
品質保証・品質管理の強化

１. 目的と適用範囲の決定：網羅的に品質保証マインドを浸透させる 完了 100％ 12月
２. コミットメントの確保：上層部からすべての従業員層までコミットさせる 完了 100％ 12月
３. プロセス整理と標準化：重要なワークフローの洗い出しとベストプラクティスの構築 完了 100％ 10月
４. 文書化：一貫性のため、方針、工程、手順を文書化する 完了 100％ 12月
５. コミュニケーションと研修の導入：従業員が品質管理のための自身の役割を理解できるようにする 完了 100％ 12月
６. 導入とモニタリング：KPIを設定し、活動を評価する 完了 100％ 12月
７. 監査と改善：定期的なレビューを実施し、継続的な改善を促す 完了 100％ 8月

人事組織制度・組織風土の
改革

１. PVMV（パーパス／ビジョン／ミッション／バリュー）の浸透 完了 100％ 12月*
２. リーダー層・マネージメント層に対する教育研修の実施 完了 100％ 12月
３. 人材選抜と後継者育成 完了 100％ 10月
４. 評価の導入 完了 100％ 10月

統制環境の見直し
１. 品質監査に関する内部監査機能の強化 完了 100％ 12月
２. 内部通報制度の強化 完了 100％ 12月

コンプライアンス教育の徹底

１. コンプライアンス枠組みの構築 完了 100％ 12月
２. コンプライアンス方針、ガイダンス、ガイドラインの策定と更新 完了 100％ 12月
３. マネージャー層以外向けのコンプライアンス研修の企画・導入 完了 100％ 12月
４. マネージャー層向けのコンプライアンス研修の企画・導入 完了 100％ 12月

リスクマネジメントの強化
１. リスクを前提とした仕組みやツールの導入 完了 100％ 7月
２. リスクマネジメントのレビュー 完了 100％ 10月

計画対比 完了期日進捗状況取り組みテーマ アクションプラン

＊導入は6月に完了。全社展開は12月に完了
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サステナビリティへの取り組み

カーボンフットプリント
（CO2 トン/トン） FY2024

Japan

West

Ceramic

China

Rollers

EPC 

合計

FY2025 YoY

0.68

0.65

11.80

0.66

1.58

1.41

0.72

1.12

0.71

22.80

0.40

1.73

1.58

0.69

+0.44

+0.06

+11.00

-0.26

+0.15

+0.17

-0.03

2024年度 2025年度

18,220

17,030

16,620

13,599

16,693

15,993

16,694

9,688

59,068
65,469

（CO2 トン）

CO2 排出量

CO2 排出量は
前期比10%削減

1Q

2Q

3Q

4Q

1Q

2Q

3Q

4Q

• TN FY2025のカーボンフットプリントは0.69（年間目標0.8に対し）
• TN FY2025のカーボンフットプリントは2024年（0.72）比で前年比

4％減少

CDP：
TNは2025年度「気候変動」
カテゴリーでレベルBを取得

• 2025年度に持続可能性とコスト
削減に焦点を当てた22プロジェク
トを実施

• 2025年度に8工場がグリーン電力
証書を購入しCO2排出量を削減
（前年比10％削減）

2025年度
主要プロジェクト
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目次

品質コンプライアンス委員会のご報告と
サステナビリティへの取り組み

3.

ツバキ・ナカシマの長期改善見通しについて1.

2025年12月期決算（実績）ならびに
2026年12月期決算（予想）について

2.

・中期経営計画2025ー2029の進捗

まとめ4.
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まとめ

• 2025年を「膿だし」の年とするも、社内改革に伴って企業価値は確実に向上している
• 2026年を「改善初年度」として企業価値をますます上げていく途上にある

• 土台が整ってきており、堅調に目標達成に向かっている
• 初年度（FY2025）は、調達と生産コストの削減は計画を超過
• キャッシュ・コンバージョン・サイクル（CCC）は在庫評価減もあり、大幅に削減

• 一過性損失を計上も、キャッシュは過去最高額を創出

• 中期経営計画2年目目標の営業利益25億円、当期利益5億円の黒字転換を見込む

長期改善目線

中期経営計画の
進捗

FY2025実績

FY2026
ガイダンス
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176.2 186.4 190.8 195.1 198.4 188.6 188.6 
205.3 199.7 203.4 

180.2 175.9 182.7 177.8 167.1 170.8 

15.3 ▲2.7 13.1

▲78.4

15.7 2.7 9.4
22.4

15.1
6.6 4.0 ▲17.6 3.6 4.3 1.0 ▲231.5

8.7%

▲1.4%

6.9%

▲40.2％

7.9%

1.4%

5.0%

10.9%
7.6%

3.2% 2.2%

▲10.0%

2.0% 2.4%
0.6%

▲135.5％
１Q

FY2022
２Q ３Q ４Q １Q

FY2023
２Q ３Q ４Q １Q

FY2024
２Q ３Q ４Q １Q

FY2025
２Q 3Q 4Q

売上収益 営業利益 営業利益率

四半期連結業績推移

（億円）

売上収益／営業利益／営業利益率

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025



Copyright © 2026 Tsubaki Nakashima Co, Ltd. All rights reserved. 33

0

50

100

150

200

250

１Q
FY2021

２Q ３Q ４Q １Q
FY2022

２Q ３Q ４Q １Q
FY2023

２Q ３Q ４Q １Q
FY2024

２Q ３Q ４Q １Q
FY2025

２Q 3Q 4Q

四半期業績推移

4.8 3.2 

158.1 164.6 151.6 154.2 173.7 182.1 188.1 192.8 186.8 186.8 187.1 198.6 196.2 201.9 178.8 174.1 180.0 

4.3 2.0 2.5 2.5 2.8 2.3 1.6 1.8 1.5 6.7 3.5 1.5 1.4 1.9 2.8 

セグメント別売上収益

注）2023年末までの上記数字は会計監査人の監査は受けておりません
注）上記の「その他」は、2024年12月期第4四半期から「ブロア・リアルエステートビジネス」に読み替え

175.6 

2.3 

（億円）

166.0 

1.3 

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025FY2021

168.0 

2.8 

プレシジョン・
コンポーネント

その他
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▲10
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１Q
FY2021

２Q ３Q ４Q １Q
FY2022

２Q ３Q ４Q １Q
FY2023

２Q ３Q ４Q １Q
FY2024

２Q ３Q ４Q １Q
FY2025

２Q 3Q 4Q

0.4 0.5

四半期業績推移

1.5 0.6

16.7 16.5 15.1 3.0 15.0 ▲3.2 12.3 ▲78.8 15.5 2.6 9.2 20.7 13.5 6.4 4.2 ▲17.7 2.9

1.8 0.6 0.7 0.3 0.1 0.1 0.2 1.7 1.6 0.2 ▲0.1 0.1 0.7

セグメント別営業利益

4.2

0.1

プレシジョン・
コンポーネント

その他

0.7

0.3

注）2023年末までの上記数字は会計監査人の監査は受けておりません
注）上記の「その他」は、2024年12月期第4四半期から「ブロア・リアルエステートビジネス」に読み替え

▲216.5

0.5

（億円）

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025FY2021
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カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト（CDP）
‒ カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト（CDP）：世界の経済界は、環境報告のゴー
ルドスタンダードとしてCDPを重視しています。CDPの目的は、長期的に人々と地球のた
めに機能する繁栄した経済を実現することです。CDPは、環境影響を測定し行動を起
こすことで、投資家と企業が持続可能な経済の構築に注力するよう促します。

‒ TNは2025年度「気候変動」においてレベルBを取得しました。 
TNは毎年レベルBを維持することを目指しています。

科学に基づく目標イニシアチブ（SBTi）
‒ Science Based Targets Initiative (SBTi)：

TNの温室効果ガス排出量削減目標は、SBTiにより「科学に基づく目標」として認証されています。
削減目標はSBTiにより「科学に基づく目標」として認証されました。

‒ TNは、2022年基準年からの絶対的なスコープ1および2の温室効果ガス排出量を
を削減することを約束しています。 

‒ TNはまた、2030年までに絶対値ベースのスコープ3温室効果ガス排出量を25％削減することを約束します
2030年までに2023年基準年比で25％削減することを約束しています。

サステナビリティへの取り組み（補足情報）

持続可能な開発戦略

TNのCO2 排出量の推移とロードマップ  

1)  数値には非継続事業が含まれます。

エネルギー効率：
専用効率化プロジェクトによる工場の
エネルギー消費削減

電化と脱炭素化：
化石燃料を完全に排除。再生可能
エネルギー証書（REC）の購入と
再生可能エネルギーシステムの導入による
グリーン電力の確保

イノベーション：
専用イノベーションプロジェクトによる
工場の効率性と柔軟性の向上

（CO2 トン）

2025202420232022 2030
109,6101） 94,5951） 65,469 59,068 58,922

2026.....2029
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為替レート（期中平均レート）推移

US$ 131.43 140.56 151.58 152.60 148.60 148.23 149.71

Euro 138.04 152.00 163.95 160.50 162.15 165.54 169.00

中国人民元 19.48 19.82 21.02 20.95 20.47 20.51 20.82

（円）

FY2023

通期

FY2024

通期

FY2022

通期

FY2025

2Q（6か月） 3Q（9か月） 通期1Q（3カ月）
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